



A study of the relationship between
Toyama Prefecture’ s kelp culture and
the formerfishing and kelp harvesting
migrants of the Habomai Islands







































































































たとも言われ、1894 年から 1898 年にかけて 7,351 戸（全国第⚒位）、
1905 年から 1909 年にかけて 9,126 戸（全国第⚑位）、1915 年から 1919






じめて生地地区（現 黒部市）から漁民 10 名が北海道に渡り鰊漁に従事


















































が盛んになったのは 1900 年代に入ってからであるが、明治 37 年の日露
戦争を契機に一躍増加し、明治 42 年には花咲および歯舞群島における
製造戸数は 31 戸に達し、その後も緩やかに上昇し、1913 年になると製




飛躍的に発展していったのである。1917 年には 10,900 t 余りが生産さ


































































































































































国後島、色丹島、歯舞群島には約 3,060 世帯、およそ⚑万 9,500 人あま
りが在留していた（山田 1986：48）。終戦直後、ソ連軍は千島列島の北
端に位置する占守島に侵攻し、在留日本軍と交戦状態になり、日本軍の









































































































































































































































































































年⚔月～2016 年⚓月）による調査研究の成果、および「平成 27 年度課題設定
による先導的人文学・社会科学研究推進事業（実社会対応プログラム）」（2015
年 10 月～2018 年⚙月）による研究成果の一部である。
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8) ⚑段は重さ⚘貫 600 匁（約 35 kg）。長さ⚔尺（約 1.2 m）の長さに切り
揃えた昆布を積み重ね、重さを量り、筵と縄で梱包して出荷していた。
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http://www.h-skk.or.jp/（アクセス日：2018 年⚑月 15 日）
北方領土問題対策協会ホームページ
https://www.hoppou.go.jp/gakushu/watashitachi/toyama/index.html（アク
セス日：2018 年⚑月 14 日）
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